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株式会社染めQテクノロジィ様にて
配食サービスの利用者さんを対象にお茶友会を開催しました。
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収入の部 予算額 (単位：円)

支出の部 予算額 (単位：円)

町受託金収入　70,744,000

法人運営事業拠点　50,155,000

障害者自立支援事業拠点　20,628,000
受託事業拠点　23,095,000

共同募金配分金収入　2,983,000
歳入

134,418,000円

次年度繰越金　3,421,000

介護保険事業拠点　37,119,000 歳出
134,418,000円

障害者福祉サービス　1,088,000

その他の収入　12,834,000

前期繰越金　5,727,000 会費収入　1,062,000

介護保険収入　5,962,000

町補助金収入　34,018,000

− 2 −

　すべての動きが滞った３年間がまぼろしであったかのように、少しずつ、確実か

つ急速に元の日常に戻りつつあります。

　今まで以上に地元を盛り上げるイベント等も次々と開催され、人々の交流や活動

など住民生活も活性化してきました。しかし、依然として食品等は高騰、労働対価

が向上しない、という『スタグフレーション』の状態により消費にブレーキがかか

り、経済活動が本格的に活発になるかはまだ未知数です。

　それでも、前ヘ進もうとする多くの個々の強いエネルギーによって、コロナ禍による『つながりの

希薄化』の色は薄まり、『地域共生社会』への第一歩を踏み出すために、多様化する制度や分野、地

域住民や団体などの垣根を超えて、人と人とのつながりが色濃くなることを期待しています。

　本協議会では、策定した第３次五霞町地域福祉活動計画の基本理念『みんなが集い　ふれあい　支

えあうまちづくり』に基づき、地域の皆様や各種関係団体、行政機関、専門職等との連携を一層強化

し、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりを目指して、今後も発展を続けてまいります。

基本
方針

重点目標
１．福祉意識の向上
２．生活支援の充実
３．�ボランティア活動の促進と暮らしの安心感の向上

４．�多様な支援・サービスと情報提供の充実
５．社協基盤と組織体制の強化

令和7年度 五霞町社会福祉協議会事業計画



収入の部 決算額 (単位：円)

支出の部 決算額 (単位：円)

会費収入　1,063,200

町補助金収入　33,979,000

町受託金収入　68,231,000

前期繰越金　15,578,902

法人運営事業拠点　50,307,811

障害者自立支援事業拠点　18,120,286

受託事業拠点　15,155,347

共同募金配分金収入　2,561,077

その他の収入　27,543,028

介護保険収入　64,432,462

歳入
214,153,674円

次年度繰越金　32,735,579

介護保険事業拠点　97,834,651

歳出
214,153,674円

障害者福祉サービス　765,005
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事業内容 ○法人運営事業拠点
　１．法人運営事業
　２．共同募金配分事業
　３．健康福祉まつり事業
　４．健康福祉まつり募金管理
　５．心配ごと相談事業
　６．善意銀行運営事業
　７．福祉用具貸与事業
　８．生活福祉資金貸付事業
○障害者自立支援事業拠点
　１．地域活動支援センター事業

　円安や物価高騰の影響は依然として続いており、特に年金生活者や子育て世帯を中心に家計への負担は大き
く、厳しい生活状況に直面している家庭も少なくありません。そうした中、ウィズコロナ・アフターコロナの社
会が定着し、人々の交流や活動はさらに活発さを取り戻しつつあります。
　今年度は「健康福祉まつり」を五霞町社協単独で開催し、多くの住民が参加されるなど、地域のにぎわいが戻
りつつあることを実感した一年でした。また、各種イベントや地域行事も本格的に再開され、コロナ禍以前のよ
うな顔の見える関係づくりに向けた取り組みが再び動き出しました。
　一方で、コロナ禍によって生じた人間関係の希薄化や地域のつながりの断絶は、完全には回復しておらず、高
齢者の孤立、子どもや障がい者への虐待、生活困窮といった複雑な課題は依然として私たちの地域に顕在してい
ます。こうした現状に対し、本会では「新しいかたち」の福祉を模索し、ICTの活用や柔軟な支援体制の構築を
図るとともに、地域住民・関係機関・支援団体との連携をさらに強化してまいりました。
　生活困窮者への相談支援、フードパントリーの継続的な開催、成年後見制度の活用促進、高齢者・障がい者の
権利擁護や見守り支援など、各種事業を通じて、多様化する福祉ニーズに的確に対応できるよう努めてまいりま
した。
　今後も、「誰一人取り残さない」地域共生社会の実現に向けて、職員一同、知恵と力を出し合い、地域の皆さ
まとともに歩んでまいります。

○受託事業拠点
　１．福祉センター「ひばりの里」管理運営事業
　２．在宅福祉サービスセンター事業
　３．日常生活自立支援事業
○介護保険事業拠点
　１．指定居宅介護支援事業※
　２．指定通所介護事業※
　３．地域包括支援センター事業

※�の事業は、令和７年３月 31 日をもちまして、
廃止となりました。

令和6年度 事業報告と決算
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★その他

★�一人暮らしの方・高齢者の方
へのサービス、活動のサポート

★��介護の必要な方への
サービス

★�障害を持つ方への
サービス

★ボランティア活動の促進
・�移送サービス運転者認
定講習会の実施　など

・配食サービス事業
・お茶友会

・�家族介護教室、介護相
談など

・�地域活動支援センター
事業の運営　

・ボランティア連絡協議会役員研修
・健康福祉まつり等

  五霞町社会福祉協議会では、少子高齢化を迎え福祉に対し要望が多様化する中、地域福祉の推進、誰も

が安心して暮らせる地域づくりを目指して活動をしております。

　社協会費はこのような活動を円滑に遂行するための大切な財源です。町民の皆様のご理解とご協力を

お願いいたします。

　会費を納入いただいた世帯の方へは下記のサービスを行っています。該当される方はご連絡ください。

1.米寿のお祝い 2.新生児の
   紙おむつ支給   

3.ベッドには防水シーツを支給
   車椅子の1ヶ月間無料貸し出し

あなたの町の社会福祉協議会は、
このような福祉事業を行っています。

 社会福祉協議会会費についてご協力のお願い
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　新型コロナウイルス感染症に伴う生活福祉資金特例貸付を利用された方

で、現在の生活状況が厳しく、「貸付金を償還することが難しい」「償還期

間を遅らせたい」などの場合、手続きすることで、償還免除または償還猶予

になる場合があります。まずは、五霞町社会福祉協議会にご相談ください。

【償還に関する問い合わせ】	五霞町社会福祉協議会　☎0280-84-0765 

　常陽ボランティア倶楽部は、創設30周年を迎えるにあたり、地

域福祉の向上を目的として、茨城県内の各市町村社会福祉協議会へ

災害支援活動用の機材（ポータブル電源・ソーラーパネルセット）

を 寄贈されました。 寄贈された機材は、屋外行事や災害時に 活用

させていただき、大切に役立ててまいります。

生活福祉資金特例貸付の償還(返済)に関するお知らせ

常陽ボランティア倶楽部様より寄贈がありました

地域活動支援センター「太陽の家」
活動報告

健康増進･体力維持

リサイクル作業

創作活動

　地域活動支援センター「太陽の家」では、障害をお持ちの方が住み慣れた地域で自立した日
常生活を送る事ができるよう、創作活動・社会交流・生活訓練等を行っています。

　「太陽の家」では、作業の一環としてリ
サイクル活動を行っています。 アルミ缶や
ペットボトルを潰し、リサイクル業者に買い
取っていただいています。 ご家庭で不要に
なった牛乳パック・アルミ缶・ペットボトル
などがございましたら、回収へのご協力をお
願いいたします。



　

　五霞町内では、地域の中で気軽に集い、つながり合える「居場所」づくりが広がっていま

す。令和３年度に開催した「居場所づくりボランティア養成講座」から始まり、現在では町内

7つの行政区において、地域住民が主体となった居場所活動が継続的に行われています。

　こうした取り組みを支える場として、毎月第2月曜日に開催している「みんなの居場所づく

りを考える会」では、各居場所のメンバーが集まり、それぞれの活動内容や地域で感じている

課題等を共有しています。

　今年度も引き続き、住民同士が気軽に「地域の困りごと」や「こんな助け合いがあったらいい

な」といった思いを出し合いながら、前向きな話し合いを行っています。顔の見える関係の中での

情報交換や、新たなアイデアのきっかけづくりの場として、これからも活動を続けていきます。

　ご関心のある方は、ぜひお気軽に五霞町地域包括支援センターまでご連絡ください。

　地域包括支援センターでは、65歳以上の方の介護・福祉に関する総合相談窓口です。 

　誰もが安心して地域で暮らせる地域包括ケアシステムの実現に向けて介護予防の推進、認知症の方

を支える 体制づくり、ネットワークづくり等にも取り組んでいます。現在実施している事業の一部

を紹介します。

みんなの居場所づくりを考える会

五霞町地域包括支援センター

− 6 −

　『Go Café 心音』では、認知症のご本人やご家族だけでなく、地域の方や介護・福祉の専門職な
ど、さまざまな人が集まっています。音楽を楽しんだり、体操や脳トレを行ったり。季節の行事など
を行うことも。気軽に参加できる地域のよりどころとして、多くの方に親しまれています。 

開催日：毎月第3金曜日 13:30～15:30

場　所：五霞町福祉センターひばりの里 (五霞町江川3201)

内　容：�情報交換等のおしゃべり、脳トレ、ゲーム、音楽療法など

参加費：�無料 ※内容によっては材料費が発生する場合があります

その他：参加予約は不要です。送迎が必要な場合は要相談になります。
　　　　　  ※3日前までにご相談ください。

お問い合わせ：五霞町地域包括支援センター ☎0280-84-0765

初めての方でも大歓迎です。

「ちょっと話を聞いてほしい」

「認知症について知りたい」

「誰かと話したい」

そんな思いがあれば、

ぜひ一度お越しください♪

開催日：毎月第2月曜日 10:00～

場  所：�五霞町福祉センターひば
りの里(五霞町江川3201)

お問い合わせ：�五霞町地域包括
	 　支援センター
　　　　　　 ☎0280-84-0765

毎月第2月曜日
ひばりの里に集まっています♪

水戸市で行われた研修にも
参加しました♪

オレンジカフェ「G
ご

o C
カ フ ェ

afé心
こ こ ね

音」




